
  

日 時  ２月５日（日） １４時～１５時半 
場 所  中間市民図書館 多目的室 
 

【内容紹介】 
遠賀川の流れを二分し、治水と用水・舟運を目的とし

た黒田長政の堀川開削。 

元和 7(1621)年の着工から 18３年目に完了した全

長約 12 キロの工事の苦難の道のりから、日本の近代

化産業を支えてきた堀川の全貌に迫る。 

講演会の様子 

講師： 桟
かけはし

 比呂子
ひ ろ こ

氏 

館長挨拶 

質疑応答 

作家 桟
かけはし

比呂子
ひ ろ こ

氏を講師にお迎えし、 

著書『運河堀川：四百年の歴史を語る』

をもとに、これまでの堀川の歩みを 

お話して頂きました。 


